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 富山には、ご神体を立山とする雄山神社

がある。立山は県民の精神的なよりどころ

となっているので、初もうでの時とは別に

して、少なからず雄山神社が県民に対して

影響を与えている。そこで、こうしたことを

念頭に置いて神社について述べることにす

る。 

 

１． 神社概要 

 神道ではご神体が山や岩や樹木などの自

然物であり、参拝はご神体に向かって行う

ものである。時代が下るに従い、神様とのご

対面の場所を社（拝殿）という建物を造るよ

うになった。ご神体が自然物でなければ当

然、社（本殿）に特別に安置設置され、その

うち神に奉納する場所（幣殿）が拝殿と本殿

の間に設けて三棟として、神社は今にある

形態となった。 

 神社の設置場所について、ご神体と氏子

とを結ぶことがポイントとなる。村の鎮守

様の場合には、村のはずれの標高の高いと

ころ(洪水を避けるため)が立地場所であり、

拝殿は氏子のいる方向すなわち村の中心に

向けている。これは神が氏子を見守ると考

えるのであり、ご神体が木や岩の場合であ

ればそのことがよくイメージできる。 

 これに対して、山がご神体である場合も

同様、拝殿正面が氏子のいる方向に向くこ

とになるが、山頂に位置する社については

（太陽光を常に受ける方向として）南側を

向いている。これは多分に太陽神を意識し

ていると考える。よく社屋背面が北を向い

ているから、不動の方向（北極星の方向）が

意味を持つといわれているが、そうではな

い。 

 立山一帯における社について、社の向き

を原則南にしているが、山頂部敷地の状況

に応じて建設しやすいように方向が設定さ

れている。 

 

１．雄山神社  

2.1 建物と敷地 

雄山神社は. 立山頂上峰本社・芦峅中宮

祈願殿 ・岩峅前立社壇(まえだてしゃだん)の. 

三社殿からなっている。 

また、本社は、その昔には岩峅と芦峅の神

社が相対立していたため、岩峅や芦峅では

なく山頂に峰本社として置いた。 

雄山神社管轄域は大変広く、立山一帯（剱、

大日、三山、薬師）にわたっている。雄山山

頂は雄山神社所有の土地であるが、山頂社

務所は国有地である。 

参考までに、富士山では、頂上は浅間神社

のものか国有地かでもめている。山梨県は

神社側に、国には静岡県がそれぞれついて

争っている。 

 

2.2 ご神体 

ご神体は霊峰立山であり、山頂の峰本社

には江戸時代までは神と仏の両方がそれぞ

れ二柱で祭られていた。神道では「いざなぎ」

と「あめのたぢからお」であり、仏教は「阿

弥陀如来」と「不動明王」である。  

明治になると、廃仏毀釈でこれまで立山



権現社であったものが、雄山神社となった。 

・補足 祭られている神々の正式名称を記

す 

立山の神、廃仏毀釈以降； 

伊邪那岐神（いさなぎのかみ）   

天手力雄神（あめのたぢからおのかみ） 

江戸時代(神仏分離前)まで 

立山権現雄山神 ・本地阿弥陀如来、 

太刀尾天神剱岳神・本地不動明王） 

 

2.2 ご神体（続） 

ご神体は霊峰立山であるが、現代では立

山は雄山といわれている。しかしながら、信

仰の教えによれば、浄土、雄山、別山の三つ

の山が立山となっており、しかも浄土は過

去、雄山は現世、別山は未来の性格を持って

いる。ご神体はその三山とみるべきである。 

ここで、ご神体をなす雄山がなぜ男性を

イメージさせる名前なのか、考えたい。もと

もとは、雄山はどうも御山とよんでいたの

ではなかろうか。神話では山には男性、女性

の神々がおられたので、山に男（雄）の意味

をもたせることはないからである。女人禁

制のころからか、男性のイメージが必要と

なって御が雄になったのではなかろうか。 

ちなみに、地獄について一言。仏教が入っ

てから前人未到の険しい山が針の山とか地

獄の山と称されるようになった。 

 

2.3 宮司 

昔、宮司と権宮司の二者がおり、輪番交代

していた。岩峅が宮司なら芦峅が権宮司、芦

峅が宮司のときは岩峅倉が権宮司となると

いうことである。 

明治に入って、権宮司が廃され、宮司は一

人で雄山神社三社を統括し、常時、芦峅中宮

祈願殿に詰めておられる。 

 

2.4 参拝 

・参拝は社に向かって行うものである。こ

のため、社正面は南向き（太陽に向く）であ

るので、結果として北に向かって参拝とな

っている。また、参道も正面から直線状に南

北に走る。 

・雄山の峰本社の背が剣を向いているとい

われているが、これは間違い。本社が南に向

いているので、結果的に背が北に向き、その

方向に剱岳があっただけでのことである。 

 

３．神道 

3.1 神社建築 

 我らにとって年に一回の初詣で神社はな

じみ深いとはいえ、よく考えると分からな

いことだらけと思う。ここでは、神社建築の

特徴をまず列挙したい。序のところと重複

のところもあり。 

・建物：拝殿・幣殿・本殿の三棟からなる。 

   本殿はご神体が安置されているとこ

ろ、拝殿は参拝するところ、幣殿は神

に奉納するところである。 

・屋根：瓦ではなく木肌葺き（後年檜葺き）

である。仏教と抗するためとい

う。 

・立地場所：神社は氏子を守るように村の

外れかつ標高の高いところに

設置される。 

・社の方向：神社正面は村の中央に向く。 

    山岳神社についても人の住んでい

る方向という説と、太陽をつねに

向くとして南に向くという説もあ

る。 

・社殿と祠：参拝者がぬれないように屋根



があるのが社殿、ないのが祠。 

・神：神は自然物の場合、本殿はなく拝殿だ

けがある。 

ご神体が鏡のように安置できる場合

には本殿が神の住まいとなる。ただ

し、もともと神は出雲におられ、お祭

りの際に神輿にのってやってくる。

祭りが終われば神は出雲に戻る。 

・寺の山号：寺には山号がある。例えば比叡

山延暦寺といったように。立山の場

合、神道中心であり、寺院は建立され

なかった。なお、ふもとの寺院として

例えば上市では大岩山日石寺がある。 

 

3.2 神仏習合 

・本地垂迹説(ほんじすいじゃく)は神仏習

合のひとつの考えで、仏様イコール神様、大

日如来は天照大見の神というもの。これに

対抗して神本仏迹説は、神道を仏教と一線

を画すために、神仏習合はすれども、神が主

で仏が従という考えである。今の神道はま

さにそれである。 

 このためか、雄山神社は神仏習合時代で

も修験道として仏教色の強い神社であった

が、寺院ではなかったが特徴である。 

・修験道 奈良時代に役小角が創始し、平

安時代に盛んとなったといわれている。も

ともと山岳信仰と密教が結びついて、厳し

い修行を中心とした信仰が根付いて修験道

となったといわれている。立山の場合も、修

験道が中心であったようであり、これが江

戸時代に入って、真言宗か天台宗のいずれ

かに属さねばならなくなり、本文では、参拝

のルートが芦峅ルートと大岩ルートの二つ

があったのである。明治に入り、修験道は禁

止されたが、仏教色を廃して神道に移った

ものもある。立山信仰はこれではなかろう

か。 

・磨崖物の岩はもともと神道ではご神体で

ある。ご神体の岩を彫刻して仏像とする。こ

れも神仏習合あってのなせることである。 

 

3.3 神仏分離 

・神道は明治に入って制度化され、国教と

なり、全国各地に神社が建立（一集落一神社）

された。 

・神仏分離 1868 年に明治政府が神仏判然

例を発布して、神仏分離がなった。岩峅にあ

った立山寺(岩峅寺ともいい、平安初期建立、

源頼朝が修復・再建)と芦峅にあった中宮寺

(芦峅寺ともいい平安初期建立であろう)が

完全に消滅し、今の雄山神社を形成してい

る。もともと神仏分離は仏教の目に余る横

暴で地域民が苦しめられたことにより、廃

仏毀釈が反仏教としてすすめられた。そし

て、立山の仏教界では、立山権現は廃され、

布橋灌頂会や大権現布教が禁止となったの

である。 

 

3.4 布教と売薬 

・越中の薬売りは、芦峅寺の立山信仰の信

徒が、「一山会」という独特の組織を形成し、

16 世紀以降(江戸時代から)諸国を配札檀那

廻りし、立山の縁起図や立山牛王紙、薬草や

薬粉などを配置し、翌年代金を受け取って

いた。これが売薬の始まりであった。 

一方、布教に際しては、布教はﾏﾝﾀﾞﾗの絵

とお札を持ち、扇子や薬などをおまけとし

ていたという。 

・布教と売薬の関係については;  40 年前

のある研究者が「布教者と売薬の形態が同

じだからとして売薬が布教も兼ねていた」



という説を発表したところ、これが一人歩

きした。後年の研究によれば、布教者と売薬

の接点がないことが分かっている。売薬に

とっては、おもしろおかしい立山の話があ

れば、自分(販売者)の素性を越中とすること

ができたであろうし、何よりも薬の販売が

しやすかったのであろう。 

 

3.5 岩峅と芦峅 

立山登頂ルートには、神が降り立つ場所

という意味で「峅」と称した岩峅と芦峅の集

落がある。それぞれに神社もあり、参拝者の

宿として宿坊という宿泊施設が結構あった。

当然、両者の間には、参拝者の奪い合いがあ

ったといわれている。 

そんな宿坊が明治に入るとほとんど全滅

し、芦峅に教算坊、善道坊の二軒のみが残っ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真  雄山神社 右上写真が昔の本殿 

         他は岩峅寺の雄山神社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


